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1．はじめに
　筆者は2006年度春学期に「日本語教育実践研究（6）」（担当　小宮千鶴子教授）
を受講し、「日本語6α」クラスを実習クラスとして語彙指導の実習2回と、読解指導
の実習1回を行った。本稿は、このうち2回目の語彙指導の実習からの実践報告であ
る。
　「日本語6α」クラスでは、教科書本文の読解に入る前に、その課の重要語と文型・
表現を学ぶ。重要語というのは、担当教授である小宮先生が日本語能力試験出題基準
の2級で初出の活用語を中心に、教科書（『ニューアプローチ中上級日本語［完成編］』
日本語研究社）の各課から選び出した語や句である。「日本語6α」において重要語は、
語の意味を教えるだけでなく、語の運用能力向上につながるようにと連語による指導
を行っている。受講生が行った語彙指導の実習においても、実際の使用例を調べ、そ
れを生かして連語による指導を行った。
　そこで本稿では、筆者は連語によりどのような指導をしたのか、そしてその内容は
学習者にどのように生かされたのか、またどのような反省が残るのかを実習後に学習
者に課した宿題の結果から探る。
2．連語による指導
　秋元（1993）は、習得しなければならない語彙が急増する中級段階では、膨大な量
の語彙を覚えても、正しく運用できなければ意味がないとした上で、連語の誤用例を
なくすため、また未習の語に出会った時に共起関係にある語を類推することができる
ようにするためにも、連語を整理して学習者に提示することが学習者の語彙力向上に
つながると述べ、連語の指導の意義を主張している。
　ここで連語の定義であるが、その捉え方には諸説ある。宮地（1985）は句を一般連
語句（「雲が流れる」、「海が静かだ」など）と成句に分け、さらに成句を慣用句とこと
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わざ・格言に分ける。そして、さらに慣用句を連語的慣用句（「汗をかく」、「うそをつ
く」など）と比喩的慣用句（「道草を食う」、「油を売る」など）とに分けている。一般
連語句は二語（以上）が意味関係のゆるすかぎり、自由に結合してできる句で、連語
的慣用句はその結合に制約があって、慣用が固定的であるうえ、比喩的慣用句ほどに
は全体として派生的な意味を持たない句としている。国広（1997：128）は、「風呂か
ら上がる」のように語と語の結び付きかたは決まっているが、全体の意味は個々の語
の意味からすぐわかるものを「連語」、「熱い風呂」「風呂を沸かす」のように自由に作
ることのできる語の結び付きを「用法」、「道草を食う」「手を染める」のように個々の
語の意味からは全体の意味が出てこない語の結び付きを「成句」としている。
　そのほかにも、連語の捉え方はあるのだが、今回の実習では、連語を広義に捉え、
二つ以上の自立語が組み合わさって、一つの語よりも複雑ではあるが一まとまりをな
す概念を表すものとした。このような立場では、「作文を書く」「友達に会う」「のろの
ろ歩く」「広い家」「資源に乏しい」「本とノート」などが連語である。（早津2005）
3．語彙指導の実習
3－1．実習クラス
　筆者が語彙指導の実習を行った「日本語6α」は、中級の終わりから上級にかけて
の学習者が、教科書を用いて語彙、表現、文型などを学習し、それらを使ってコミュ
ニケーションがうまくできるように、作文や読解、話し合いを行うクラスである。ク
ラスの学習者は21名で、出身も中国、韓国、台湾、香港、シンガポール、ロシア、』ド
イツ、スウェーデン、スイス、デンマーク、エジプトと国際色豊かなクラスである。
3－2．教科書・教材
　教科書は小柳（2002）『ニューアプローチ中上級日本語［完成編］』（日本語研究社）
を使用した（2006年度春学期は第7課～第12課）。語彙指導では、それに加え、各課
から60歎ずつ重要語を選び出してまとめた「重要語シート」を主に使用した。
3－3．実習のための教案作成
　実際の使用例を参考にして連語の指導をするべく、「KWIC　on　Web（注）」や「Go
ogle」などのコーパスを用いて用例を収集し、教案に生かした。
　また、教案は実習の前週に「日本語教育実践研究（6）」のクラスで発表し、担当教
授である小宮先生をはじめ他の受講生からコメントやアドバイスをいただき、実習に
生かした。
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3－4．実習後
　この実習が学習者にどのように生かされたのか、またどのような反省が残るのかを
探るために、学習者に以下のような重要語の宿題を課した。宿題に出した重要語は、
語が3つ（うち2つは複合動詞）と句（狭義の連語）が2っで合わせて5つの語と句
である。
日本語6α　　　　　　　　第12課〈重要語の宿題〉
嚴氓ﾌ重要語を使って文を作りなさい。　　　　　　氏名
@〈表情に出す〉
②〈表示する〉
③〈話題の〉
④〈待ちかねる〉
⑤〈嘘をつく〉
4．重要語実習の内容と学習者の作成した文の分析
　実習では第12課から重要語として選び出された60語のうち、①「表情に出す」②
「表示する」③「話題の」④「待ちかねる」⑤「嘘をつく」の5っを指導した。各項
目については指導にかけられる時間が4分から5分ということもあり、それほど多く
の内容は導入できなかった。
　分析対象は、実習後学習者に課した宿題で、学習者が作成した文である。「日本語6
α」は中級の終わりから上級にかけての学習者が在籍するクラスであるため、学習者
の文には誤用というより、不自然さのある表現の方が多く見られた。
　本章では、まず筆者の実習内容をそれぞれ簡単にまとめ、学習者が宿題でどのよう
な文を作成したのか、指導した連語部分に焦点をあて不自然な表現の分析を行う。
4－1．重要語①「表情に出す」
　筆者はまず、「表情」の確認として「表情が明るい・暗い」の導入から始めた。その
後、「出す」は自動詞なのか他動詞なのかの確認を行い、「～を表情に出す」を提示し
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た。「～」にあたる部分には、「KWIC　on　Web」と「Google」から実際の使用例を
調べ、「気持ちを表情に出す」、「うれしい（いやだ）という気持ちを表情に出す」を導
入した。また、「気持ちを表情に出す」の練習から、「気持ちが表情に出る」の使い方
も示した。
　以下が宿題で学習者が作成した文である。なお、実習当日の出席者は14名で、その
うちの11名が宿題を提出した。
表．1「表情に出す」の作成例
学習者 「表情に出す」
A 彼は手紙を読みながら、悲しみを表情に出した。
B 気持ちを表情に出しやすい人は経営にむいていないと考えられている。
C 彼は入学試験に不合格して、がっかりした表情に出した。
D けんかしてから、悪い気持ちをすぐ表情に出す人は少なくないです。
E 彼は気持ちを全然表情に出さない人だよ。
F 好きではない人と顔を合わせると、その気持ちを表情に出さないと思っていて
焉A出てしまう。
G 彼女はいつも気持ちを表情に出さないようにする。
H プロ選手は碁を打つ時、自分の心理や考えなどを表情に出してない。
1 サビース業者は働いているとき、悲しさが表情に出してはいけない。
J 彼はいつも笑いという気持を表情に出しているけど、本当は元気のかなあ。
K 彼は表情に出す人なので、うれしいときやかなしいときもよくわかる。
　　実習で導入した「（～という）気持ちを表情に出す」の形を指導どおり文に用いた
のは、学習者B・D・E・F・G・Jである。ただし、Dは「悪い気持ち」が、　Jは
気持ちの中身を表す表現と「気持ち」という語が連語の面から不自然な表現であると
言える。
　「（～という）気持ちを表情に出す」の形を一部変更して文を作成した例は、A・C・
H・1・Kである。このうちA・H・1は気持ちの部分に、実習では導入しなかった
「悲しみ」、「心理や考え」、「悲しさ」を用いて文を作成した例である。不自然な表現
が見られた例はCで、「がっかりした表情」と「出す」との間に連語としての不自然さ
が見られる。
4－2．重要語②「表示する」
　「表示する」は以前勉強したことがあるので、他動詞であることの確認をして、「～
一142一
日本語教育実践研究　第5号
に～を表示する」を提示した。そして、「～を」の部分に価格・生産地・生産者を入れ
て復習し、それを受身形にする練習も行った。次に、「～に表示がある」の形で「表示」
という名詞の使い方を提示し、原材料表示と栄養成分表示を導入した。
　以下が宿題で学習者が作成した文である。
表．2「表示する」の作成例
学習者 「表示する」
A 彼は自分の意志をよく表示している。
B スーパーで売っている食品は栄養成品が表示されていないものが少ないと思う。
C 一番安い材料を買えるため、何軒もスーパーを回って、表示された値段を比べた。
D 相手と結婚するつもりがない時、自分の意志をきちんと相手に表示するほうがい
｢。
E 食物の袋のうらには材料と生産者が表示されている。
F 最近では、製品にカロリーを表示したのが多い。
G ドイツに、野菜などに遺伝子操作技術を使っている作付からのものかどうかを表
ｦする義務がある。
H 法律で賞味期限を表示してない食品の販売は禁止されている。
1 ダイエットをしているとき、栄養成分を表示されている食品を買ったほうがい
｢。
J 本の中に出版者が表示されているはずよ。
K 買い物する時に、商品のふくろの裏をよく読んで、豚肉などあるかどうか確める。
　実習で導入した連語を用いて文を作成したのは、B（おそらく栄養成分）・E・1で
ある。
　それ以外の連語を用いたのはA・Dの「自分の意志」、Cの「値段」、　Fの「カロリ
ー」、Gの「遺伝子操作技術を使っている作付けからのものかどうか」、　Hの「賞味期
限」、Jの「出版者」などである。
　A・Dの「自分の意志」と、Jの「出版者（出版社の誤り）」は、以前「～を表示す
る」を勉強した際に学んだ連語を用いて作成したと考えられる。
4－3．重要語③「話題の」
　実習では、この場合の「話題」が単なる「話の主題・テーマ」ではなく、「最近よく
話されている・流行っている」という意味であることを提示した。しかし、「話題の」
が「『有名な』と同じなのか」や「悪いときにも使うのか」といった予想外の質問が飛
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び出し、説明を試みたが、理解してもらえたかは不安であった。
　「話題の～」で導入した語は、「話題の人・店・映画・本」である。
　以下が宿題で学習者が作成した文である。
表．3「話題の」の作成例
学習者 「話題の」
A 話題の芸術家が海外によく行く。
B 今週話題の映画は「ブレイブストーリー」にちがいない。
C あのデザートの店は今月に十円しかソフトクリームを売っていないから、話題の
Xになって来た。
D 皆の話題の人になった時と皆に注目された時の気持ちはちがう。
E ポドルフスきという若いドイツのサッカ選手はワールドカップから話題の人だ。
F 最近、もどってきたアザラシのタマちゃんが話題になっています。
G 先輩に話題の店はどこかを教えてもらった。
H この店はやすくて美味しいので、学生同士に話題の店になった。
1 日本文学について詳しくないので、よく話題の作品を選んで読む。
J その映画には話題の人が出るから、見ようと思っている。
K 最近、フランスのジダン選手は試合で見せた悪い動で話題の人になった。
　実習で導入した「話題の人」を文に用いたのはD・E・J・K、「話題の店」を用い
たのはC・G・H、「話題の映画」を用いたのはBであった。この「話題の」に関して
は、実習時に導入した連語を用いた文が多く見られた。
　実習時に導入しなかった連語を用いて文を作成したのは、1「話題の作品」、A「話
題の芸術家」であるが、このAは「話題の」の使い方から少しずれている例ではない
だろうか。
4－4．重要語④「待ちかねる」
　実習で特に気をつけたことは、「待つ」との違いである。複合動詞になることで、「今
か、今か。早く、早く。」という気持ちで待っていることを表すと説明した。その他、
「私は～を待ちかねます」という言い方はしないことも提示した。
　「～は～を待ちかねています」を提示した後で、「学生たちは夏休み／夏休みが来る
のを待ちかねています。」と「観客は試合開始／試合が始まるのを待ちかねて、大きな
声援を送っています。」の例文を出した。そして最後に、夏休みに国へ帰る学習者に「国
のご家族は○○さんが帰ってくるのを待ちかねているでしょうね。」という話をした。
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以下が宿題で学習者が作成した文である。
表．4「待ちかねる」の作成例
学習者 「待ちかねる」
A 再会を待ちかねます。
B 夏休み香港へ帰る予定があるので、待ちかねる。
C 両親達は留学している子供達の帰りを待ちかねる。
D 夏休みが迫っていて、早く夏休みになるのを待ちかねている。
E 2週間前から夏休みになるのを待ちかねている。
F 彼は自分の国から両親が来るのが楽しみで、待ちかねないらしい。
G 学生達は、夏休を待ちかねる。
H 観客はゴールすることが待ちかねている。
1 雨が嫌なので梅雨明けを待ちかねている。
J 夏体はもうすぐだし、子供は遊び時間を待ちかねる。
K 留学のみんな、今学期の最後の日を待ちかねている。
　実習で導入した「夏休み／夏休みになるのを待ちかねている」を用いて文を作成し
たのは、D・E・Gである。
　実習時に導入しなかった語を用いた文はAの「再会」、Cの「子供達の帰り」、　Hの
「ゴールすること」、1の「梅雨明け」、Jの「遊び時間」、　Kの「今学期の最後の日」
などであった。
　ここで見られた不自然な表現はJの「遊び時間を待ちかねる」で、この表現自体は
連語として不自然ではないが、「遊び時間」は学校の休憩時間や昼休みなどを想像させ
るため、夏休みの遊べる時間を待ちかねているといった内容の文では不自然な連語で
あると言える。
4－5．重要語⑤「嘘をつく」
　まず、「嘘をいう」という表現もあるが、「嘘をつく」のほうが実際の使用例が多い
ことを紹介した（「KWIC　on　Web」、「Google」調べで9倍～12倍）。次に、「子供が
嘘をついたらお父さん、お母さんはどうしますか。」などの質問を通して「嘘をつく」
の形を聞かせた。最後に、「あの人は嘘つきだ。」という例文で、「嘘つき」を導入した。
　以下が宿題で学習者が作成した文である。
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表．5「嘘をつく」の作成例
学習者 「嘘をつく」
A 彼はよく嘘をつく人だ。
B 彼は嘘をつくことがばれたから、恥ずかしくて逃げてしまった。
C 嘘をついた結果、友達に一人一人離れられた。
D 嘘をつくのは泥棒の始まりだという言い方がある。
E 大したことではなくても、嘘をついてはいけない。
F どうしょうもなく、嘘をつかなければならない場合もある。
G 嘘をついてはいけない。
H 相手の自尊心を傷つけないように嘘をつくことが納得できる。
1 嘘をつくのは人によって納得できるかもかもしれない。
J 嘘をつくのは悪いと分かっているけど、ときどき真理を言うより嘘をつくのほう
ｪましだと考えているよ。
K 一回嘘をついたら、これから誰も信じてあげないだろう。
　「嘘をつく」に関しては、学習者全員が実習での指導どおり「嘘をつく」という連
語の形で文を作成していた。そのため、連語部分に不自然さは見られず、さまざまな
文型を利用して文を作成することができていた。
5，考察
　（1）「表情に出す」と（5）「嘘をつく」については、この連語の形を宿題で指定
したため、全員がこの形を様々な文型の中で使うことができていた。ただ、「表情に出
す」では気持ちの中身を表すところで、「悪い気持ち」や「笑いという気持ち」、「がっ
かりした表情に出した」など連語の面で不自然な表現が見られた。したがって、「気持
ちを表情に出す」では、その「気持ち」の中身の表し方について、もう少し連語によ
る指導を行うべきであったと反省する。
　（2）「表示する」については、筆者が実習で導入した語から連想される語を使って
文を作成している例が多く見られた。筆者は「～を表示する」の「～」に入る言葉と
して「価格」、「生産地」、「生産者」を、合成語としては「原材料表示」と「栄養成分
表示」を導入した。学習者は、これらの語から連想される語句として、「カロリー」、
「賞味期限」、「遺伝子操作技術を使っている作付からのものかどうか」、「豚肉などあ
るかどうか（ただし、文の中に「表示（する）は使われていない」）」を使って文を作
成した。このことから、学習者は、文を作成する際に、学校で学んだ語と全く無関係
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の語ではなく、それらから連想される語句を使って文を作成したことがわかる。
　この「表示する」でもう一点気になったのは、「彼は自分の意志をよく表示している」、
「相手と結婚するつもりがない時、自分の意志をきちんと相手に表示するのがいい」
と、「意志を表示する」という形が2例あったことだ。これは、おそらく以前習った合
成語「意思表示をする」からの影響だと思われる。通常授業では、例えば「原材料を
表示する」から「原材料表示」という合成語を導き出す。しかし、この場合は逆に「意
思表示」から「意思を表示する」を導き出した例といえる。「意思を表示する」が間違
いとは言えないが、「KWIC　on　Web」で使用例を調べると、「意思表示をする」のほ
うが2倍から4倍使用例が多いことと、「意思を表示する」は契約書、会則に多く見ら
れることが分かった。このような理由から、学習者の文が不自然に感じられるのでは
ないだろうか。以上のことから、合成語がすべて「～を～する」のようにして同じ使
い方ができるわけではなく、連語で教える場合、この合成語との関係に教師は注意し
なければならないことがわかった。ちなみに、「意思表示」は「意志」ではなく「意思」
である。
　（3）「話題の」では、実習時に「話題の」の意味や使える範囲についての質問が多
く出て、混乱したせいか、学習者の文がどことなく「作らされた」文のように見える。
「話題の人・店・映画」など、実習時に導入した語が使われており、この連語の範囲
では問題がないのであるが、全体として見たときに不自然に感じられる文が多い。予
想外の質問に時間を要し、うまく使い方などが示せなかった点で反省が残る。
　（4）「待ちかねる」では、（2）の「表示する」と似たようなことが見られた。実
習では「夏休み・夏休みになるのを待ちかねている。」という表現を提示した。学習者
の例では、これらも見られるのであるが、これらから連想したと思われる語句も使っ
ている。例えば、「再会」、「子供達の帰り」、「遊び時間（遊べる時間？）」、「今学期の
最後の日」である。「待つ」の基本的な意味も生かされて、連想された例ではないだろ
うか。
6．おわりに
　連語による指導は、その語の使い方を狭めようとするものではない。語の結びつき
を示すことは、表現にむけた第一歩であると考える。担当教授である小宮先生が言わ
れるように、学習には「文型のようにルールを使ってどんどん生産していくもの」と、
「連語のように始めから結びつく語がある程度決まっていて、まずそれを学んでいく
もの」とがある。したがって、せっかく学んだ語彙であるから、表現したい内容にし
たがって、いろいろな語との結びつきを試したいという学習者の気持ちは理解できる
のであるが、そうすると不自然な表現になりかねない。習弱気に決まっている結びつ
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きなどがあるからだ。
　「日本語6α」では、学習者が実際に「KWIC　on　Web」を使って、自分の入力し
たキーワードがどのような語と使われるのかを調べる授業も行った。興味深く何度も
キーワードを入力し、語の結びつきを確認している学習者もいた。このような授業の
経験は、語の使用には意味を知ることだけではなく、語の結びつきを学ぶことも大切
だという学習者の意識につながるのではないだろうか。
　最後に、今回の実践報告では、筆者が実習時に導入した連語部分に焦点をあて、不
自然な表現の分析を行ったが、学習者に課した宿題からもわかるように、連語による
指導だけでは十分とは言えない。連語の部分には問題がなくても、文全体としてみた
時に不自然な表現が見られるからだ。したがって、今後は連語による指導を文全体と
して生かせるような指導を考え、実践していくことが課題である。
注
　株式会社ランゲージ・クラフト研究所が公開する検索システムで、キーワードとその前
後の文脈を表示。http：／Aanguagecraft．　jp／kwic1
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